
重なる色　重なる想い
　「絵の完成はこれでよいということがなく、どこで完成とす
るのか悩ましい。ただ、一度筆を置いて額に入れて手放すと、
やっと一つの作品として見えてくる」そう語るのは、第73回
埼玉県美術展覧会洋画部門で、埼玉県教育委員会教育長賞
を受賞した市内在住の沼田さんだ。沼田さんは、知り合いに
誘われて絵画教室に通い始めたのをきっかけに、絵画の世界
へのめり込んでいく。定年退職を機に武蔵野美術大学へ入
学し、絵を本格的に学び始めた。絵に興味はあったが、これ
までは仕事と子育てに奔走し、絵を描く時間などはなかった
と振り返る。今は、時間があるとキャンバスと向き合い油絵
に愛情を注ぐ。描いた絵を見るたびに納得するまで塗り重ね
ていく。これでいいと思った翌日には、また色を塗り重ねる
日々。描く絵に終わりはない。元教師の沼田さんは、教壇
に立っていた日々の中で、子どもたちの瞳の奥に無限の可能
性を見てきた。今はキャンバスの前に立ち油絵に熱中する自
分がいる。油絵の色の重なりは時間の積み重ねと同じようだ。

絵の中で育っていく景色は、まるで教え子たちが成長してい
くかのように彩られていく。

自分自身を見つめて
　
「日常生活のふとした瞬間の風景を描きたい。何気ない日

常の風景に魅力を感じる」と話す沼田さん。ありふれた日常
の中にある一瞬の輝きと出会えたとき、沼田さんの手は新た
な心の想いを描き始める。終わりのない未完成な絵を送り出
すこと、それは教師として子どもたちを卒業という節目で送り
出すことに似ている。出会いから愛情を注ぎ、成長を見守り、
心残りを感じながらも次のステージへ送り出すときのようだ。

「絵は人に見られて価値が出る」という恩師の言葉に、心が
動かされたと話す沼田さん。人の目に触れ、人の心に響き、
絵に価値が生まれることが子どもたちの成長した姿と重なる
のであろう。絵を描くことと教師は別世界のようにも思える
が、実は心の奥底には通ずるものがあるのかもしれない。こ
れからも自分自身を見つめながら、日常の心の想いを描き続
けることだろう。

▲    第73回埼玉県美術展覧会  洋画部門
　  埼玉県教育委員会教育長賞受賞作品
　  「浴室の鏡に映る自分を撮る」
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今月のFujimist 問 秘書広報課 ☎049-256-9535

沼田 優子 さん（絵画）

☎ 049-251-2711（代）
℻ 049-254-2000
〒354-8511 
富士見市大字鶴馬1800-1 富士見市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

■市公式
　ホームページ

T V
【テレ玉データ放送】テレ
玉(地デジ3ch)視聴中にd
ボタンで市の情報を視聴

【マチイロ】広報『富士見』
をスマートフォンで

【カタログポケット】広報
『富士見』を多言語で

■ SNS LINE
Facebook
X(旧Twitter)
Instagram
YouTube

Fujimist募集
市内在住、富士見市出身の方などで
活躍されている方を募集
しています。自薦・他薦
は問いません。


